
 

 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年１１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４神第７５号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２６年７月３日 １９時２１分ごろ 

発生場所 阪神港神戸区ポートアイランドコンテナ岸壁 

 兵庫県神戸市所在の神戸第８防波堤灯台から真方位３０９°

１,２００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３９.４′ 東経１３５°１４.５′） 

事故等調査の経過  平成２６年７月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ コンテナ専用船 VENUS
ヴィーナス

 C
シー

（リベリア共和国籍）、９,９４９トン

８８１３６０９（ＩＭＯ番号）、XIN HAI HUI SHIPPING 

CORPORATION 

Ｂ コンテナ専用船 J
ジェイ

. PIONEER
パ イ オ ニ ア

（セントビンセント及びグレナデ

ィーン諸島籍）、４,８７９トン 

９１１６７１１（ＩＭＯ番号）、TAICANG SHIPPING (HK) 

COMPANY LIMITED 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長

（リベリア共和国発給） 

Ｂ 船長Ｂ（中華人民共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長

（セントビンセント及びグレナディーン諸島発給） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ コンテナに凹損 

Ｂ 右舷船首外板に破口 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか２０人（中華人民共和国籍９人及びインドネシ

ア共和国籍１１人）が乗り組み、阪神港神戸区のコンテナ岸壁１６号

の北側に入船左舷着けとするため、タグボート１隻を右舷船尾に取

り、速力を調整しながら北西進していた。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか２１人（中華人民共和国籍）が乗り組み、コン

テナ岸壁１６号の南側に入船左舷着けし、荷役準備を行っていた。 

 船長Ａは、Ａ船の船首がＢ船の船首を通過し、岸壁からの平行距離

約７０ｍの地点で右舷錨を投錨し、岸壁に接近しようとした際、右舷

方からの風に圧流され、Ｂ船に衝突するおそれを感じたので、着岸を

やり直すこととし、主機を後進としてタグボートを船尾方に引かせた

ものの、平成２６年７月３日１９時２１分ごろＡ船の左舷船首に積載

していたコンテナとＢ船の右舷船首とが衝突した。 



 

 

 Ａ船は、コンテナ岸壁１６号の北側に出船右舷着けとして着岸し

た。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北東、風力 ５、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期、潮高 約０.９ｍ 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ あり、Ｂ なし 

 Ａ船は、阪神港神戸区のコンテナ岸壁１６号の北側に入船左舷着け

することとし、速力を調整しながら北西進中、右舷方からの風に圧流

されたことから、コンテナ岸壁１６号の南側に着岸していたＢ船と衝

突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が、阪神港神戸区のコンテナ岸壁１６号の北

側に入船左舷着けすることとし、速力を調整しながら北西進中、右舷

方からの風に圧流されたため、コンテナ岸壁１６号の南側に着岸して

いたＢ船と衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・気象及び岸壁の状況に応じ、タグボートの隻数を増やすこと。 

 


